
３４．４ｍショックから防災地域づくりの先進地へ
― 黒潮町の挑戦 ―

「対策」ではなく「思想」から入る防災

2022.1.25 高知県・黒潮町
黒潮町長 松本 敏郎



§１．黒潮町の概要

・就業者数 5,242人

・平成18年3月に高知県幡多郡「旧佐賀町」「旧大方町」の合併により誕生。

・四国／高知県の中でも西南に位置。面積188平方キロメートル。

・人口 10,595人（男 5,070人、女 5,525人）、世帯数 5,374世帯

・15歳未満の年少人口 977人（9.31％）、65歳以上の老齢人口 4,779人（45.54%）
（2021.12月 住民基本台帳）

第１次産業 1,206人(23.0％)
第２次産業 973人(18.6％)
第３次産業 3,049人(58.2％)
その他 14人(0.3％)

（Ｈ27年 国勢調査）



私たちの町には美術館がありません。美しい砂浜が美術館です。

高知県のカツオの約63%が黒潮町で水揚げされる 1994年には国際ホエールウォッチングも開催される。
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2011.3.11ショック！
被災地の様子を目の当たりにして

気仙沼市松崎片浜地区
2011/3/18



その一年後



最大震度７、

最大津波高34.4ｍ、

高知県には最短2分
で津波が到達する。

2012.３.３１ショック！

2012.3.31ショック！



津波浸水深 16.29m

標高(T.P.m) 4.50m

佐賀中学校浸水予測図



さて・・・
何からやりましょうか。
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対策ではなく

思想から入る防災
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黒潮町南海トラフ地震・津波防災計画の基本的な考え方

1

あきらめない。

黒潮町における南海トラフ
地震・津波の防災計画は、
「避難放棄者」を出さない
という基本理念をもって構
築する。



防災文明の整備

防災文化の創造

（ハード事業）

（ソフト事業）

最大震度７、最大津波高34ｍの町で、

犠牲者ゼロをめざす 23の指針



それを、具体的（施策）に落とし込んでいく。

あきらめないために・・・

町は何をしなければいけないか、

地域は何をしなければいけないか、

住民は何をしなければいけないか、
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○理論と計画を目に見える形で示すことが
できているので、住民からも共感を得られる。

推進エンジンの確保

○防災セクションとそれ以外のセクションの
職員の意識とレベルが、限りなく縮小されて
いるので、いざという時に組織の強さが発揮
されやすい。

地域担当制の重要性



地域担当制の組織図
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地域担当職員と住民によるワークショップ
地域担当職員と住民による避難道の点検



新想定直後の防災職員地域担当制による具体的な活動

各担当地域ごと
の職員打ち合せ

地域担当職員研
修会（第１回）

区長・消防団長
との協議会

町内61集落WS
避難所・避難路
の調査

総合防災訓練に
おける自主防災
組織の訓練企画

地域担当職員研
修（第２回）

防災地区別懇談
会（14会場）

避難タワー建設
地元協議会（７会
場）

2012年 ５月～７月 ８月

※156箇所・4,634人参加（訓練＆ワークショップ）

・黒潮町全集落（61）の防災ワークショップ
（避難所・避難道・避難タワー・危険箇所の確認）
避難路：295箇所 避難広場：168箇所

・防災地域担当職員研修会の実施（全職員）

・総合防災訓練における町内自主
防災組織の訓練企画・実施
（９月２日訓練参加者：４，０７３人）

※全住民の３１．６ %

・中央防災会議 津波高・浸水域（第２
次報告）及び被害想定（第１次報告）
の地区別懇談会（14会場）

９月～１０月



地域担当制で行政区（部落）ごとに
落とし込んだ避難上の地形・物理的課題群

この地図が合計61枚完成
（沿岸部40地区、山間部21地区）
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【避難道整備状況と計画】
事業主体 ～H2８年度完成 H2９年度完

成
H３０年度完成 R元年度以降 合 計

黒潮町 1７8 １５ １２ ８ 2１３

高知県 0 0 ４ ０ 4

国交省 1８ ０ 0 ０ 18

合 計 1９６ １５ １６ ８ 2３５

年度 〜H2８年度 H2９年度 H３０年度 R元年度計画 合 計

整備数 ９６ ７ ６ 1０ 11９

【防災倉庫整備状況と計画】



横浜地区津波避難タ
ワー
事業費：96,927千円
（収容人数：130人）

避難フロアー
１F：11.0ｍ
２F:14.0ｍ

浜の宮地区津波避難
タワー
事業費：90,833千円
（収容人数：100人）

避難フロアー：9.0ｍ

町地区津波避難タワー

事業費：139,477千円
（収容人数：120人）

避難フロアー：13.0ｍ

早咲地区津波避難タ
ワー

事業費：152,173千円
（収容人数：140人）

避難フロアー：14.0ｍ

万行地区津波避難タ
ワー
事業費：204,340千円
（収容人数：300人）
避難フロアー：14.0ｍ
※旧タワー
事業費：29,658千円旧万行地区タワー

佐賀地区津波避難タ
ワー

事業費：585,941千円
（収容人数：230人）

避難フロアー：22.0ｍ



世帯別津波避難カルテの作成

犠牲者ゼロ発信に欠かせないプロセス

最悪想定犠牲者2,300人、
その内2,100人（91.3％）は津波犠牲者

津波から逃げなければ100％死ぬ。
住民は、津波から逃げられるのか？
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■最寄りの「防災となり組」

あなたの「防災となり組」となり得る方を記載してください。

「防災となり組」① さん ( 自宅から 程度 )

「防災となり組」② さん ( 自宅から 程度 )

「防災となり組」③ さん ( 自宅から 程度 )

■ご自宅の情報を記入してください。

■家具転倒防止の実施状況を記入してください。

■避難するうえで不安なこと等があれば記載してください。(自由記入)

■ご家族で現役またはＯＢ、ＯＧで医師、看護師、薬剤師、保健師、社会福祉士、
　 児童福祉司、作業療法士、ヘルパー、警察、消防士などの有資格者がいらっしゃ
　 いましたら、その情報を記載してください。

■個人情報保護及び共有について
世帯別津波避難行動調査で入手した個人情報は防災の目的以外には使用しません。

また、この情報は役場内関係部署の他、下記の関係機関で情報共有を行い、各機関での今後の

防災計画等に反映していきたいと考えています。

情報共有してもらいたくない関係機関がありましたら、該当欄に「×」印をお願いいたします。

社会福祉協議会役場 警察署 消防署 区長 民生委員 消防団

実施済み　・　実施していない
昭和　・　平成 年建築

家具の固定

ご自宅 固定済み(　　　　　　　　　　　　　　　　)　・　固定していない

築年数又は建築年 耐震診断 耐震補強工事

ご自宅
築 年

実施済み　・　実施していない

大規模災害が発生した場合、となり・近所の助け合いが重要となってきます。
このようなとなり・近所の助け合いを「防災となり組」と呼んでいます。

世帯別津波避難行動記入シート 役場記入欄

太枠内の設問に記入をお願いします。

■ご家族の情報を記入してください。

○ 歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

■連絡先を記載してください。

第１連絡先 ( )

第２連絡先 ( )

第３連絡先 ( )

■津波避難の情報を記入してください。

■現在考えられている津波避難の方法を記入してください。

6 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
7 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
8 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)

3 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
4 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
5 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)

番号 どのような方法で避難を考えていますか

1 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)
2 徒歩　・　自動車　・　バイク　・　自転車　・　その他(　　　　　　　　　　　　　　)

8 分程度

7 分程度

6 分程度

5 分程度

4 分程度

3 分程度

2 分程度

1 分程度

番号
津波避難場所 避難訓練参加状況

第1候補 第2候補 いつ頃 避難にかかった時間

8 できる　・　できない できる　・　できない

7 できる　・　できない できる　・　できない

6 できる　・　できない できる　・　できない

5 できる　・　できない できる　・　できない

4 できる　・　できない できる　・　できない

3 できる　・　できない できる　・　できない

2 できる　・　できない できる　・　できない

1 できる　・　できない できる　・　できない

地域名 班 世帯NO カルテ年度

番号
お名前

性別 年齢
ご自分で避難 (自力避難できない場合)

(○印：代表者) ができますか 家族の力で避難可能ですか

家族構成 自力避難の可否

連絡先（複数）

避難先（予備含む）と
到達所要時間

避難方法（徒歩・車・自転車等）

防災となり組の氏名
と自宅との距離

自宅の耐震性

家具転倒防止
対策の状況

避難上の課題

有資格者の有無
（医療、消防等）

個人情報提供
可能先の確認

ワークショップの様子



戸別避難カルテで見えること

津波リスクない地域 約3,200人

津波リスクのある地域 人口 約9,100人

自力での避難
困難
753人

家族支援
でも避難困難
153人

黒潮町の全人口 約12,300人

カルテ作成対象世帯：3,791
世帯（回収率：100％）

ワークショップ参加率：63.33%



0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

H
2
4
年
4
月

H
2
4
年
6
月

H
2
4
年
8
月

H
2
4
年
1
0
月

H
2
4
年
1
2
月

H
2
5
年
2
月

H
2
5
年
4
月

H
2
5
年
6
月

H
2
5
年
8
月

H
2
5
年
1
0
月

H
2
5
年
1
2
月

H
2
6
年
2
月

H
2
6
年
4
月

H
2
6
年
6
月

H
2
6
年
8
月

H
2
6
年
1
0
月

H
2
6
年
1
2
月

H
2
7
年
2
月

H
2
7
年
4
月

H
2
7
年
6
月

H
2
7
年
8
月

H
2
7
年
1
0
月

H
2
7
年
1
2
月

H
2
8
年
2
月

H
2
8
年
4
月

H
2
8
年
6
月

H
2
8
年
8
月

H
2
8
年
1
0
月

H
2
8
年
1
2
月

H
2
9
年
2
月

H
2
9
年
4
月

H
2
9
年
6
月

H
2
9
年
8
月

H
2
9
年
1
0
月

H
2
9
年
1
2
月

H
3
0
年
2
月

H
3
0
年
4
月

H
3
0
年
6
月

H
3
0
年
8
月

H
3
0
年
1
0
月

H
3
0
年
1
2
月

H
3
1
年
2
月

その他

視察関係

懇談会・ＷＳ

等

現地調査など

防災訓練

防災教育・研

修

参加者数累計

(

人
)

)

防災活動への参加人数と活動内容別の実
施回数（累計）

累計：回数／参加
者数

１，３９３回／７１，
５５９人

Ｈ31年３月末
人口

▼ １１，２０８
人 ▼



変われることの重要性

「大津波」 ２０１２年 「避難訓練」 ２０１４年



しかし・・・



災害で命を落とさない、「災害に
強いまちづくり」を進めるためには
どうすればいいのか。

行政主体としては、限界に近いコ
ミュニケーションボリュームと言わ
れるが、悉皆性（しっかいせい）か
ら言えば、町民一人が、年に1回のＷ
Ｓに参加した程度のレベルである。



住民の主体性

行政の主体性

・避難空間
（検証と計画）

ステップ１ ステップ２ ステップ３

・避難空間
（整備の実施）

・防災「文化」の創造ステップ

資源の
投入量

住民一人一人が防災に対する意識を高め、
自らの命と生活を守れるよう、行政が
リードしてきた構造を段階的にシフトし
ていく ⇒防災を地域文化へと育む

■防災の日常化へ向けたシフトチェンジ



それでは・・・
シフトチェンジを、
どのように達成するか

「防災」を地域文化とする
具体的な取り組みが必要



キーワードは、
総力戦！

防災文化の創造



推進エンジンの確保

黒潮町防災教育プログラム
＋

地区防災計画制度の活用
＋

生業からの参画を促す
＋

受援力の強化
26

－総力戦の構図－



まず、基本となるのは・・・
防災教育プログラム

黒潮町南海トラフ地震・津波防災計画の基本的な考え方
「最大震度７、最大津波高34ｍの町で、犠牲者ゼロをめ
ざす 20の指針」の筆頭項目



「教育現場では、黒潮町津波防災教育プログラム」



ただ・・・
学校だけにお任せす
れば済むような、虫
の良い話ではない。

34



＋

地区防災計画制度の活用
（我がこととして感じられる手づくりの防災計画）



東日本大震災で思い知らされたこと・・・

•地域コミュニティが災害に強くな
ければ、また、地域コミュニティ
が防災に取り組まなければ、自ら
の命を守ることも、家族の命を守
ることも、自らの地域を守ること
ができない。



「・・・が、やらなければならない防災」

から

「・・・で、なければできない防災」

「防災・減災」に向き合う発想の転換が必要



地域の特性を生かした、
「我がこととして感じられる
手づくりの防災計画」
が必要である。

38





町地区自主防災会の報告事例



＋

生業からの参画
（防災・減災の取り組みを、地域の総力戦へ持ち込む）



大工さんを本気にする・・・
• 町内登録工務店の耐震教室

• 耐震診断修了者対象の個別相談会

• 耐震事業個別訪問

• 耐震改修技術学校

（町内認定業者数の推移）
・診断：3(H26年度)→１０（R元.８)
・設計：2（H26年度）→６(R元.８)
・工務店：10（Ｈ26年度）→3７(R元.８)



黒潮町地域防災計画

地域の実情にあった
実践的な防災訓練の実施

避難行動要支援者台帳

Ａさんの
個別計画

Ｃさんの
個別計画

Ｂさんの
個別計画

防災教育プログラム

a
小学校

b
小学校

ｃ
中学校

地区防災計画

地域防災力強化のイメージ



世界津波の日（2016.11.5）黒潮町夜間津波避難訓練 4,038人（34.5％）の住民が参加

防災訓練の参加者数は、住民の防災意識のバロメーター



伊与喜小学校

避難所運営マニュアル



福祉避難所開設・運営訓練（誠心園）



総合防災訓練参加者数の推移

防災意識の検証

目標：50％→70％＝文化

年度 参加者数（人） 参加率 備 考

Ｈ24 4,073 31.6％

Ｈ25 中止 ― 雷注意報

Ｈ26 4,444 35.3％

Ｈ27 2,867 24.3％ 雨天混じり

Ｈ28
中止 ― 台風接近

4,038 34.5％ 夜間避難訓練

Ｈ29 4,298 37.4% 4,298/11,484

H30 3,011 26.8% 夜間避難訓練



ネガティブな情報を

ポジティブな発想へ



34ｍの津波を逆手に「防災缶詰」





海外29カ国247人
国内36校110人
の高校生が参加
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〇私たちは学びます

〇私たちは行動します

〇私たちは創ります

○・・・自然の恵みを享受し、時に災害

をもたらす自然の二面性を理解しながら、その
脅威に臆することなく、自然を愛し、自然と共に
生きていきます。

※人と自然の付き合い方を考える。 SDGs

・・・黒潮宣言・・・



くろしお レジ旅（レジリエンスツアー）のススメ
自然体験型の観光
（特に修学旅行）では、
自然の「いいとこどり」
だけしていませんか。





ご清聴ありがとうございました。


